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③北九州市環境局 環境経済部 環境産業政策室 

北九州エコタウン事業
～持続可能な社会の構築に向けた取組～

北九州エコタウン事業
～持続可能な社会の構築に向けた取組～

北九州市環境局環境産業政策室北九州市環境局環境産業政策室

１ 歴史的な背景

八幡製鐵所最初の溶鉱炉

3

（１９０１年竣工）（１９０１年竣工）

北九州市の公害克服

ドキュメンタリー８ミリ映画

「青空が欲しい」

工場への婦人会の立入

行政や企業への要請はがき

専門家からの大気汚染に関する学習会

女性による公害反対運動
～女性団体活動の原点～～女性団体活動の原点～

企業の視察 大学教授による講義

公害克服にむけた関係者の取り組み

パートナーパートナー

シップシップ

自治体の取組み自治体の取組み企業の取組み企業の取組み

市民の取組み市民の取組み

省エネ型生産工程や公害防止機器整備 環境モニタリングや環境インフラ整備

北九州市の公害対策に要した経費

公園緑地
14.0%

その他
1.8%

産業廃棄物
4.6%

その他
5.0%

廃棄物処理
6.0%

下水道
43.0%

大気
19.7%

水質
5.3%

合計

8,043億円

民間(31.4%)

2,526億円

行政(68.6%)

5,517億円

（1972年～1991年）

国際協力の推進
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公害克服の経験を国際協力に活かす

●基本理念

『人と地球と次の世代のために』
～環境への負荷が少ない持続的発展が可能な都市づくり～

●目標

・地球環境保全への貢献

・住みやすい環境のまちづくりへの貢献

・地域活性化への貢献

自治体 ７
公益法人等 １０

事業所等

１７４

地方研究機関 ３

国際機関等 ９

国際研修の支援体制

（財）北九州国際技術協力協会
（KITA)

教育機関･大学１２

専門学校 ４

研修風景

専門家の派遣

環境国際協力 北九州市に対する国際的評価

ヨハネスブルグ・サミットの実施計画に明記

「クリーンな環境のための北九州イニシアティブ」

国連ESCAP環境大臣会議で採択

「クリーンな環境のための北九州イニシアティブ」
2000
(平成12)

ヨハネスブルグ・サミットで受賞

「地球サミット2002持続可能な開発表彰」(世界で２人)
2002
(平成14)

リオ･サミットで受賞

「国連地方自治体表彰」（世界12都市）

国連環境計画から受賞

「グローバル５００」（日本自治体初）

OECD(経済協力開発機構)の「環境の状況報告書」で表記

「緑のまち・北九州市」“Gray city to green city”(灰色のまちから緑のまちへ）

1992
（平成４）

1990
（平成２）

1985
(昭和60)

２ 北九州エコタウン事業の概要

エコタウン事業とは

資源循環型社会の構築を目指し、

地域の産業蓄積を活かした「環境産業の育成」と、

「廃棄物の発生抑制・リサイクル」の推進により、

地方自治体が主体となり、産学官と連携して

先進的な環境調和型まちづくりを目指す取り組み。

エコタウン事業の承認地域
平成１９年６月現在・２６地域

長野県飯田市
【平成9年7月10日承認】
・ペットボトルリサイクル施設
・古紙リサイクル施設

千葉県・千葉市【平成11年1月25日承認】

・エコセメント製造施設
・直接溶融施設
・メタン発酵ガス化施設
・廃木材･廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ施設
・高純度ﾒﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ施設
・貝殻リサイクル施設

・塩化ビニル樹脂リサイクル施設
・建設系廃内装材のﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ施設

熊本県水俣市
【平成13年2月6日承認】

・びんのリユース、
リサイクル施設

・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ複合再生
樹脂ﾘｻｲｸﾙ施設

宮城県鶯沢町(現栗原市)
【平成11年11月12日承認】
・家電製品リサイクル施設

広島県
【平成12年12月13日承認】
・ＲＤＦ発電、灰溶融施設
・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ混紡衣料品ﾘｻｲｸﾙ施設

高知県高知市
【平成12年12月13日承認】
・発泡ｽﾁﾛｰﾙﾘｻｲｸﾙ施設

秋田県【平成11年11月12日承認】

・家電製品リサイクル施設
・非鉄金属回収施設
・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ利用新建材製造施設
・石炭灰･廃プラスチックリサイクル施設

北海道【平成12年6月30日承認】

・家電製品リサイクル施設
・紙製容器包装リサイクル施設

福岡県大牟田市
【平成10年7月3日承認】
・ＲＤＦ発電施設
・使用済み紙おむつ ﾘｻｲｸﾙ施設

山口県【平成13年5月29日承認】

・ごみ焼却灰セメント原料化施設

札幌市
【平成10年9月10日承認】
・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾘｻｲｸﾙ

(ﾌﾚｰｸ化・ｼｰﾄ化)施設
・廃プラスチック油化施設

富山県富山市【平成14 年5月17 日承認】

・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ施設
・木質系廃棄物リサイクル施設
・廃合成ゴム高付加価値リサイクル施設
・難処理繊維及び混合廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾘｻｲｸﾙ施設 青森県【平成14年12月25日承認】

・焼却灰・ホタテ貝殻リサイクル施設
・溶融飛灰リサイクル施設

兵庫県【平成15年４月25日承認】

・廃タイヤガス化リサイクル施設

東京都
【平成15年10月27日承認】
・建設混合廃棄物の

高度リサイクル施設

北九州市【平成9年7月10日承認】

・ペットボトルリサイクル施設
・家電製品リサイクル施設
・ＯＡ機器リサイクル施設
・自動車リサイクル施設
・蛍光管リサイクル施設
・廃木材・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製建築資材製造施設
・製鉄用フォーミング抑制剤製造施設

岡山県【平成16年3月29日承認】

・木質系廃棄物炭化リサイクル施設

岩手県釜石市
【平成16 年8 月13 日承認】
・水産加工廃棄物リサイクル施設

愛知県【平成16 年9 月28 日承認】
・ニッケルリサイクル施設
・低環境負荷･高付加価値マット製造施設
・ 原 料 廃 ｺ ﾞ ﾑ ( 未 加 硫 廃 ｺ ﾞ ﾑ ) ﾏ ﾃ ﾘ ｱ ﾙ

ﾘｻｲｸﾙ施設

三重県鈴鹿市
【平成16 年10 月29 日承認】
・塗装汚泥堆肥化施設

川崎市【平成9年7月10日承認】

・廃プラスチック高炉還元施設
・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用ﾊﾟﾈﾙ製造施設
・難再生古紙リサイクル施設
・廃プラスチックアンモニア原料化施設

・ペットｔｏペットリサイクル施設

大阪府
【平成17年7月28日承認】
・亜臨界水反応を用いた

廃棄物再資源化施設

岐阜県【平成9年7月10日承認】
・廃タイヤ、ゴムリサイクル施設
・ペットボトルリサイクル施設
・廃プラスチックリサイクル（ﾍﾟﾚｯﾄ化)施設

・廃プラスチックリサイクル（製品製造)施設

三重県四日市市
【平成17 年9 月16 日承認】
・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ高度利用・

ﾘｻｲｸﾙ施設

香川県直島町
【平成14年3月28日承認】
・溶融飛灰再資源化施設
・有価金属ﾘｻｲｸﾙ施設

愛媛県
【平成18 年1 月20 日承認】

一世紀にわたる産業都市
官営八幡製鐵所の設置以来､鉄鋼､化学､セメント等素材型産業の集積

エンド・オブ・パイプ、クリーナープロダクション技術の集積

コスト削減：ＱＣ活動、歩留率向上、省エネルギー

これらの資源を活かした地域戦略プラン

＜環境保全政策と産業振興政策の統合＞

・環境産業の振興（環境の産業化、産業の環境化）
・資源循環型社会の形成

北九州エコタウン事業北九州エコタウン事業北九州エコタウン事業

技術の蓄積 人材の蓄積 ノウハウの蓄積

北九州エコタウン事業までの流れ
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エコタウンプラン策定の経緯

「北九州エコタウンプラン第２期計画｣策定平成14年８月

「北九州エコタウンプラン実施計画」策定平成10年４月

「第２期計画｣改訂、全市域を対象地区に平成16年10月

「北九州エコタウンプラン
実施計画策定委員会」

平成９年８月
～ 10年３月

「北九州市環境産業推進会議」発足平成９年８月

「北九州エコタウンプラン」地域承認平成９年７月

市と民間企業との勉強会 開催平成８年～９年

「響灘開発基本計画」策定平成８年３月

「響灘地区開発基本構想」策定平成４年３月

響灘地区開発の方向性について検討開始平成元年10月
基礎研究から技術開発・実証研究・事業化に至るまでの総合的展開

北九州学術研究都市北九州学術研究都市

■大学
・北九州市立大学 国際環境工学部

大学院国際環境工学研究科
・九州工業大学

大学院生命体工学研究科
・早稲田大学

大学院情報生産システム研究科
・福岡大学大学院工学研究科

■研究機関等
・早稲田大学理工学総合研究センター

九州研究所
・福岡県リサイクル総合研究センター
・九州工業大学ヒューマンライフ

ＩＴセンター
・産業技術総合研究所 北九州サイト

ほか

実証研究エリア実証研究エリア

■福岡大学資源循環・
環境制御システム研究所

■九州工業大学
エコタウン実証研究センター

■新日本製鐵㈱
北九州環境技術センター

■各分野での実証研究
・処分場管理技術
・焼却灰
・食品残さ（生ごみ等）
・福岡県リサイクル総合研究センター

実証試験地
■エコタウンセンター

ほか

ⅠⅠ 教育・基礎研究教育・基礎研究
●環境政策理念の確立
●基礎研究、人材育成
●産学連携拠点

ⅡⅡ 技術・実証研究技術・実証研究

●実証研究支援

●地元企業のインキュベート

ⅢⅢ 事業化事業化

●ﾘｻｲｸﾙ事業､環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ展開

●中小、ベンチャー事業の支援

北九州市の環境産業振興の戦略

総合環境コンビナート総合環境コンビナート
■リサイクル工場の集積
・ペットボトル ・ＯＡ機器 ・自動車
・家電 ・蛍光管 ・医療用具
・建設廃棄物(2) ・複合中核 ・非鉄金属

響リサイクル団地響リサイクル団地
■地元中小・ベンチャー

（食用油、有機溶剤、古紙、空き缶）
■自動車解体､ 中古部品業者の高度化

響灘東部地区響灘東部地区
■リサイクル・リユース工場

・パチンコ台 ・トナーカ－トリッジ
・廃木材･廃プラ ・飲料容器

■風力発電(2)

その他の地区その他の地区
■リサイクル・リユース工場

・おから ・発泡 ・ﾌｫｰﾐﾝｸﾞ抑制剤
・ＯＡ機器 ・飛灰資源化

ＰＣＢ処理施設ＰＣＢ処理施設

家電家電

ＯＡ機器ＯＡ機器

自動車自動車

ペットボトルペットボトル
医療用具医療用具

蛍光管蛍光管

複合中核複合中核
（溶融炉）（溶融炉）

響リサイクル団地響リサイクル団地
地元中小・ベンチャー地元中小・ベンチャー

響リサイクル団地響リサイクル団地
自動車リサイクル自動車リサイクル

建設混合廃棄物建設混合廃棄物

建設混合建設混合
廃棄物廃棄物

生分解性プラスチック生分解性プラスチック

北九州市北九州市
エコタウンセンターエコタウンセンター

福岡大学資源福岡大学資源
循環・環境制御循環・環境制御
システム研究所システム研究所

福岡県リサイクル総合研究センター福岡県リサイクル総合研究センター

実証試験地実証試験地

発泡スチロール発泡スチロール廃棄物研究施設廃棄物研究施設

別別 館館

第２期整備エリア第２期整備エリア

新日鐵北九州環境技術センター新日鐵北九州環境技術センター九州工業大学九州工業大学

実証研究施設実証研究施設

北九州エコタウン事業
■投資額：約６０２億円

（市：61億円、国等：115億円、民間：426億円）

■従事者数： 約１，０８０人
（非常勤研究者を含む）

■視察者数： 約５８万人（累計）

■外部評価： 環境白書、小中学校
教科書への掲載など

サーマルリサイクルまで含めたサーマルリサイクルまで含めた
我が国初の我が国初の

“ゼロエミッション団地”

総合環境コンビナート・響リサイクル団地全景

実証研究エリア全景

非鉄金属非鉄金属

北九州エコタウン事業における相互連携

自動車自動車 ＯＡ機器ＯＡ機器

蛍光管蛍光管

家電家電

医療用具医療用具

ペット
ボトル

ペット
ボトル

古紙古紙廃プラ・
有機溶剤

廃プラ・
有機溶剤ＥＬＶＥＬＶ

PCB処理
施 設

PCB処理
施 設

食用油食用油

残
さ

発泡
ｽﾁﾛｰﾙ

発泡
ｽﾁﾛｰﾙ

食品ごみ食品ごみ

おから・
食品残さ

おから・
食品残さ

複合中核
施 設
（溶融炉）

複合中核
施 設

（溶融炉）

総合環境
ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ

響ﾘｻｲｸﾙ団地

実証研究ｴﾘｱ

空き缶空き缶建設
廃棄物

建設
廃棄物

パチンコパチンコ

ﾄﾅｰ
ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

ﾄﾅｰ
ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

２期計画
エリア

廃木材
廃プラ

廃木材
廃プラ

フレコンバック

木枠

ＩＣ基盤

廃プラ（ＰＰ）

メタノール

木屑
木チップ

空き缶

蛍光管

ゲ
ー
ジ
板

蛍光管

ﾊﾟｿｺﾝのＣＲＴ

ＩＣ基盤

木片

エリア内企業
重機の燃料
（ＥＬＶ,ＯＡ,高野）

エリア内企業
ダンボール・事務用紙
（ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ、建廃、蛍光管、
空き缶、パチンコ、自動車、ＰＣﾘﾕｰｽ）

不良パーツ（ＰＰ） エリア内企業
廃プラスチック
（自動車、ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ

ﾊﾟﾁﾝｺ）

廃油・
廃プラ

ハーネス・
エンジン

フロン ハーネス
ハーネス

フロン

廃油・
廃プラ

連携を実施中
連携の試験中
技術的には可能

電力

残さ

エリア内企業
事務所の蛍光管

エリア内企業
ﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯｼﾞ

スロットの蛍光管

燃料

燃料

木
製
パ
レ
ッ
ト

ﾊﾞｲｵ
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

蛍光管

ﾄﾅｰ
ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

発泡ｽﾁﾛｰﾙ

電
力

ﾊﾟｿｺﾝ

製紙製紙
ＰＣ

ﾘﾕｰｽ

ＰＣ
ﾘﾕｰｽ

発泡ｽﾁﾛｰﾙ

ＰＳの塊
木製ﾊﾟﾚｯﾄ

洞海湾地区

風力発電風力発電

H17年４月現在

エコタウン事業の効果 １

実証研究エリアに
・３つの常設研究施設（福大・九工大・新日鉄）が進出、
・１７の研究プロジェクトが進行中（その他研究終了分１８）

◆環境産業振興の取組み

若松区響灘地区を中心に２６事業を創出
（各種リサイクル・リユース・風力発電事業）

◆環境技術開発振興の取組み

◆経済効果・雇用創出効果

直接投資額 約６０２億円 （民間：市：国等＝７：１：２）
雇用創出 約１，０８０人 （※現員数）

★「当初の目標：６００億円の投資、８００人の雇用創出」

エコタウン事業の効果 ２

◆市民の意識等

・施設公開等による市民理解の促進
・現在、エコタウンは活きた環境学習の場となり、市民等の

環境意識の高揚に寄与（ごみは資源、リサイクルの大切さ）

★エコタウン見学者数 約５８万人（Ｈ１０年度～Ｈ１８年度）

・アジア（特に中国、韓国）からの多くの視察者を受入
★Ｈ１８年度海外からの視察実績 ２，２９４人

◆アジア・中国からの関心

◆ＣＯ２削減効果（年間約１５万トン）

CO２排出量：２３千ｔ
（処理に伴うもの＋資源･エネ利用に伴うもの）

CO２削減量：１７５千ｔ
（バージン資源の使用削減に伴うもの）

出典：北九州市立大学国際環境工学部 松本助教授資料から （H17.3.8現在：エコタウン１１事業を抽出して推計）

エコタウン事業の拡がり １

成功事例

資源・エネルギー利用の「工場内最適化」から「地域最適化」へ

都市レベルで資源・エネルギーの消費量を極小化

○産業間でエネルギー・副産物（廃棄物）を相互利用
○生活圏との連携

北九州エコ･コンビナート構想

・響灘の三井鉱山の余剰エネルギーを隣接するクボタ松下外装建材で活用

・九州製紙が新日鐵の構内で既存インフラを活用し、古紙再生ビジネス。
製紙工程から排出されるスラジを転炉のフォーミング抑制剤として活用

・小倉城の廃瓦を黒崎播磨でレンガ材として活用し、勝山公園周辺で活用

若松区

八幡西区
八幡東区

小倉南区

門司区

戸畑地区

小倉地区

小倉北区

関門海峡

戸畑区

若松地区

洞海湾地区

北九州エコ･コンビナート構想の概要
エコ･コンビナート構想の理念

資源・エネルギー利用の「工場内最適化」から「地域最適化」へ

想定される事業（例）

想定される事業（例）

検討委員会参加企業 １７社

・旭硝子 ・九州電力 ・黒崎播磨
・西部ガス ・触媒化成工業 ・新日本製鐵
・新日鐵化学 ・住友金属小倉 ・電源開発
・東京製鐵 ・東芝セミコンダクター社
・東陶機器 ・三井鉱山 ・三井ハイテック
・三菱化学 ・三菱マテリアル ・安川電機

○産業間でエネルギー・副産物（廃棄物）を相互利用
○生活圏との連携

想定される事業（例）

■都市レベルで資源・エネルギー循環を実現
するとともに、地球温暖化対策に寄与

■安価なエネルギーコスト等による産業の国際
競争力の強化、産業の空洞化対策に寄与

■新エネルギー産業など新たな産業を創出

期待される効果

■臨海部の既存工業地帯の再生

■既設工業インフラによる副産物（廃棄物）の
適正処理・リサイクル
・石膏ボードや石炭灰を製鉄工程でリサイクル

■既設コークス炉に発電・熱回収装置(ＣＤＱ)を設置
し、周辺企業へ電気・熱を供給

■工場未利用排熱を活用した生活圏への熱供給事業

■既存産業の副生水素供給ポテンシャルを活用した
水素/燃料電池利活用実証事業

■下水道汚泥を燃料化し発電所の燃料として活用

都市レベルで資源・エネルギーの消費量を極小化

第一号成功事業

■九州製紙㈱北九州工場
・製鉄所の建屋、電力、水等のユーティリティーを
活用するとともに、古紙リサイクル時に生じる製紙
汚泥を製鉄工程の副資材として活用

九州製紙
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エコタウン事業の拡がり ２

環境経営システム「エコアクション２１」の取得支援により、
市内中小企業の環境経営へ取組みを促進する。

市内の産業・技術分野の取り組みや成果の中から「エコプレミアム」

（「エコプロダクツ」や「エコサービス」）を選定。「エコプレミアム」の拡大、

浸透を図り、市内産業界全体の環境配慮活動を促進する。

エコアクション２１取得支援事業

北九州エコプレミアム産業創造事業

マグネシウム合金スタッド溶接機
全国初の賃貸型太陽光発電マンション

超硬工具の再生研磨

段ボール梱包緩衝材

３ 今後の展開

現在の課題と今後の展望

◆各種リサイクル法に対応した各種事業は既に出揃う

◆社会情勢の変化等により既存事業も競争激化

課題・社会の要請

強み

◆温暖化対策、新エネルギー政策

◆環境産業に対する市民の理解

◆エコタウン地域の中でも最大のリサイクル産業の集積

◆素材を中心とした「ものづくり」の強み

◆エコタウン先進地として海外からも注目

今後の展望

①高付加価値化、競争力強化
→希少金属・資源等

既存事業の高度化

②新エネルギー
→次世代エネルギーパーク

バイオマスエネルギー

③処理困難物
→汚染土壌の浄化など

④国際協力
→エコタウン

ノウハウの移転等

⑤VI、人材育成

①希少金属・資源等のリサイクル、環境配慮素材
～金属、化学を中心とした素材型産業都市としての基盤を生かす

価値の高い、収益力のある事業は何か

②既存事業の競争力強化
～再生品の品質向上、廃棄物の有価値物化、新たな品目への対応

・日本磁力選鉱による廃基盤、廃ケーブル等からの希少資源等の回収

・バイオマスプラスチックの普及及びケミカルリサイクル技術の開発

・北九州自動車用軽量化高度部材加工技術研究会 ⇔ 自動車産業

・容器包装プラの分別開始、古紙回収率の向上 → 原料確保

・薄型テレビへの対応、混合廃プラ等リサイクル困難物のリサイクル技術

高付加価値化、競争力強化
～トップランナーとして走り続ける～

①次世代エネルギーパーク構想

②バイオマスエネルギー

・響灘地区を中心に展開している風力発電、廃棄物発電、石油備蓄、石炭ガス
化発電等の多種多様なエネルギー関連施設を活用し、環境学習の場としてＶＩに
つなげるとともに、安価なエネルギー供給による企業誘致にもつなげる。

・廃食用油からBDFを製造 → 更に回収拠点を拡大

・生ゴミからバイオマスエタノールを精製する実証実験開始

新エネルギー
～化石燃料をエネルギーとして近代化を支えた街

から新エネルギーを創出し活用する街へ～

・菜の花プロジェクト

市民
連携
協同

③先端技術研究（学研都市）

・九州ＤＭＥ研究会 企業連携
協同

①適正な国際資源循環 ②エコタウンのノウハウの移転

国際展開
～公害対策での国際貢献から循環型社会の形成

に向けた国際協力・貢献へ～

日本

国内での資源循環を基本をしつつ、国際的な
循環により、より環境負荷の低いリサイクル等
が可能なものを、適正に循環する仕組みづくり
○国際間のトレーサビリティの確保
○拠点形成による安全性と効率性の向上

中国
・

アジア

廃プラ

希少金属

H１８年度経済産業省が

北九州をモデルに実施

Ｈ１９年度より民間事業
者による事業化を模索

中国における３R政策推進の中で、日

本（北九州をモデル）としたエコタウン
建設の動き（青島市）
○エコタウン計画策定支援
○民間における技術移転 など

H１９年度経済産業省が日本

の特定のエコタウン地域と中
国の都市間を対象とした協力
事業を実施予定

＊本市では青島市との間で
のエコタウン協力プロジェク
トを実施する準備中

アジアの環境人材育成拠点の形成

■２００５骨太の方針■２００５骨太の方針（経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００５）（経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００５）

「世界に発信する地域を目指し、地域が持つ高度な環境・リサイクル「世界に発信する地域を目指し、地域が持つ高度な環境・リサイクル

技術を核とした世界発信型の先進拠点を整備し、アジアでの資源循技術を核とした世界発信型の先進拠点を整備し、アジアでの資源循

環と人材育成を促進する。」環と人材育成を促進する。」

ＫＩＴＡで今後５年で２０００名
の研修生を受け入れ

北九州学術研究都市の更なる充実

著しい経済成長の中で深刻化するアジア
地域の環境改善に資するため、その担い
手となる人材を育成する

■２週間から１ケ月のカリキュラムを準備

■日本の環境保全、３Ｒ施策、北九州市
の環境政策、企業の環境対策など

ナノテク、新エネ、センシング等の高度な環
境技術分野の集積に加え、「環境保全」「資
源循環」等の分野での更なる機能充実

■上記分野での研究者の充実

■市研究所の大学移管による相乗効果など

北九州市のフィールドの活用
「ものづくりの街としての１００年の蓄積」「公害克服の経験」「エコタウン先進都市」

「第２回３Ｒ推進全国大会」
会期：平成１９年１０月１８日～２０日
場所：リーガロイヤルホテル小倉 他

内容：記念講演、関連イベント、表彰
主催：環境省、福岡県、北九州市、３Ｒ活動推進フォーラム

●概要：環境意識の高揚と環境ビジネスの振興
を図ることを目的とした西日本最大級の
規模を誇る環境見本市

●会期：平成１９年１０月１７日（水）～１９日（金）
●場所：西日本総合展示場
●備考：１８年度の来場者数⇒３２，１８３人

出展社数⇒２８４社

●今後の方向：環境ビジネスの振興の場として、
特に市内企業のＰＲ、商談の場とし
て継続的に開催する

～「３R推進全国大会」も同時開催～～「３R推進全国大会」も同時開催～

「エコ・テクノ２００７」
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持続可能な社会を目指し、さらなる取り組
みを進めていきます。
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④日本磁力選鉱株式会社 

日本磁力選鉱株式会社

商 号 日本磁力選鉱株式会社
（NIPPON MAGNETIC DRESSING CO.,LTD.)

創業年月 1949年2月（昭和24年2月）

資本金 4億4,860万円

売上高 181億5,200万円（2006年9月期）

従業員数 450名（2006年9月現在）

営業品目 （１）選鉱・精錬事業

（２）産業廃棄物の処理・処分事業

（３）前２項に関する各種加工品ならびに副産物の製造・販売

（４）製鋼・非鉄金属・化学・窯業・鉱業関係・一般資材の加工・販売

（５）選鉱機器の製作・販売

（６）選鉱に関するコンサルティング業務

（７）不動産の売買・賃貸ならび斡旋

（８）建設業

（９）土木建設資材の製造ならび斡旋

（10）鉱工業設備の設計・製作ならびに施工

①

約200億 （2007年9月期見込み）

１．会社の発展と社員の幸福を求めつつ、国家と社会に奉仕しよう。

２．独創的才能を傾倒して、天与の資源を開発し、その特性を成実させよう。

ネーミング Go forward to 3S company ! 

スローガン

※3S‥‥  Solution  (顧客要望を満たせる）
　　　　　　　 Steady   （安定）
　　　　　　   Safety   （安全）

②

１．事業所所在地 ２．選別技術

磁　　力 各種磁選機

風  　力 ＤＷS （乾式風力選別機）

比　　重 ＬＩＳＭ （湿式比重選別機）

ＨＬＳ （湿式重液選別機）

ナイアガラ （湿式慣性選別機）

ＪＩＧ

分　  級 長尺物選別機

振動篩

トロンメル

色 メタルＸ （金属検知選別機）

プラ選別

溶解・製錬 溶解炉

回転炉

電気炉

電気分解 Ｃｕ・Ｃｏの回収

溶媒抽出 Ｎｉ・Ｃｏの分離

JFE西日本

新日鉄大分

日新製鋼周南

中山製鋼所

大阪地区
電炉メーカー
（構外工場）

名古屋地区
鋳造メーカー
（構外工場）

トーカイ

スラグ総合工場
（構外工場）

製鋼スラグリサイクル事業

物理選別

冶金

化学処理

③

廃家電リサイクル工場
〔グリーンサイクル㈱〕

ゴミ溶融メタル
ウエイト材製造工場廃自動車

リサイクル工場
〔㈱エコひろなか〕

非鉄金属ﾘｻｲｸﾙ
資材加工工場

非鉄金属等のリサイクル事業

廃 家 電

廃自動車

都市ゴミ

静脈産業

銅素材

アルミ素材

マグネシウム

特殊鋼

動脈産業

非鉄金属等の総合リサイクル工場

ひびき工場

Al､Mg ﾘｻｲｸﾙ

小山工場

廃家電リサイクル工場
〔グリーンサイクル㈱〕

ゴミ溶融メタル
ウエイト材製造工場廃自動車

リサイクル工場
〔㈱エコひろなか〕

非鉄金属ﾘｻｲｸﾙ
資材加工工場

非鉄金属等のリサイクル事業

廃 家 電

廃自動車

都市ゴミ

静脈産業

銅素材

アルミ素材

マグネシウム

特殊鋼

動脈産業

非鉄金属等の総合リサイクル工場

ひびき工場

廃家電リサイクル工場
〔グリーンサイクル㈱〕

ゴミ溶融メタル
ウエイト材製造工場廃自動車

リサイクル工場
〔㈱エコひろなか〕

非鉄金属ﾘｻｲｸﾙ
資材加工工場

非鉄金属等のリサイクル事業

廃 家 電

廃自動車

都市ゴミ

静脈産業

銅素材

アルミ素材

マグネシウム

特殊鋼

動脈産業

非鉄金属等の総合リサイクル工場

ひびき工場
非鉄金属等の総合リサイクル工場

ひびき工場

Al､Mg ﾘｻｲｸﾙ

小山工場

Al､Mg ﾘｻｲｸﾙ

小山工場

非鉄生産課

④

日本磁力選鉱㈱

ひびき工場

⑤

⑥

 

当社はこの数年、スラグ処理以外のリサイクル事業に関わりを強化した結果、
国内から多くの資源が海外へ流出されていることが分かった。
特に、非鉄金属の複合品や混合品は、国内ではそれぞれの金属種類別に分離
選別するにはコストがかかり過ぎるなどの理由で、資源ニーズが増大している
中国へ輸出が増加している。

リサイクルの総合企業を目指す当社としては、大切な資源が海外に流出されて
いることが問題であると考え、国内での資源循環システムを確立させるために
当社の分離選別・付加価値アップのノウハウを生かした事業をこの北九州に
構築することにした。

エコタウンでは多くの廃棄物のリサイクルに向けた処理が
行われているが、同時に直接リサイクルできない副産物も
発生していると思われる。
それらの資源化を目指す。

全国から原料の集荷ならび加工後の製品の出荷を計画し
ているため、隣接の港湾を利用する。

⑦
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⑧

選　別　後

基板

処　理　前 破　砕　後

ラジエター

被覆銅管

産物

⑨

選別・分離の1例紹介
　　　廃家電リサイクル工場から出たラジエター

※直接溶解するが成分が安定していない
→国内では市場が限定される

※金属材料に直接使用可能
→国内のあらゆる分野に対して
　　リサイクルが可能となる

アルミニウム 銅管 鉄

破砕工程

選別工程
（磁力選別・比重選別）

鉄のバンド

アルミニウムの羽根

銅管がアルミ内部に組込まれている

破砕で細かく砕き単体分離した状態

当社のノウハウで金属種類別に選別する

⑩

銅製品 アルミ製品

⑪

ＤＷＳ

 
　【２期工事計画の概要】
　　施設名称　：　日本磁力選鉱㈱ひびき工場
　　所在地　　 ：　北九州市若松区響町1丁目７９番地１
　　操業開始予定：　平成２０年1月（１期工事　平成１７年１０月）
　　非鉄金属処理量：　９，２００ｔ/年（１期工事　２，０００ｔ/年）
　　従業員数：　２０名（１期工事１０名）
　　売上高目標：１５億円/年
　　敷地面積：総面積３７，０００㎡　2期工事　１２，４００㎡（１期工事１４，３００㎡）
＜主要機械＞
　　　　せん断破砕機、磁力選別機、湿式選別機、重液選別機
　　　（1期工事：回転式破砕機、磁力選別機、風力選別機、油圧プレス機）

2期工事予定地

⑫

（主要産物）

①
③

④① ② ③

ﾗｼﾞｴﾀｰ処理ﾗｲﾝ 重液選別ﾗｲﾝ ﾅｹﾞｯﾄ処理ﾗｲﾝ ﾒﾀﾙ処理ﾗｲﾝ

ラジエター 銅管（ｶﾊﾞｰ付） 基板 ﾐｯｸｽﾒﾀﾙ ＡＣコード類

②

④

家電リサイクル工場　回収品 都市ゴミ焼却炉　回収品

ゴミメタル（鉄、非鉄）

渦電流選別機

（２期工事新設設備）

アルミ
（２次合金ﾒｰｶｰ）

銅
（銅精錬ﾒｰｶｰ）

有価金属
（銅精錬ﾒｰｶｰ）

銅ﾅｹﾞｯﾄ
（銅精錬ﾒｰｶｰ）

鉄
（電炉ﾒｰｶｰ）

【例】エアコン室外機の場合

(非鉄系） (鉄系）

⑬

回収済
基板

TES‐AMM（シンガポール） 日本（響灘港）

日本磁力選鉱㈱

荷下ろし

～第一期処理～：
破砕

日本磁力選鉱㈱日本磁力選鉱㈱

～第一期処理～：
分離・選別

～第二期処理～：
金属含有物を精練処理し、
品目ごとに回収

～第三期処理～：

貴金属類を製品化

日鉱金属㈱

～第二期処理～：
プラスチック類を
リペレット化

プラスチック成形事業者

北九州市における基板のマテリアルリサイクル工程図 （日本磁力選鉱様）

貴金属原料を各種メーカーへ供給

プラスチック原料を各種メーカーへ供給

各種製造メーカー など

⑭

海外事業戦略

 ①日本磁力選鉱株式会社
　NIPPON MAGNETIC DRESSING CO.,LTD.
 ②日本 福岡県 北九州市

 ①日鮮マテリアル株式会社
　IL SUN MATERIAL CO.,LTD..
 ②大韓民国 浦項市
 ③2002.1
 ④溶接用フラックスの再生・販売
 ⑤16億ウォン（93.8％）
 ⑥12名
 ⑦5.5億円

 ①韓国メチックス株式会社
　HAN KOOK MATICS CO.,LTD.
 ②大韓民国 釜山市
 ③1999.8
 ④磁力選鉱機器の製造・販売
 ⑤3.2億ウォン（35.5％）
 ⑥23名
 ⑦4億円

 ①山西日選易威鎂業有限公司
　SHANXI NISSEN YUWEI MAGNESIM CO.,
 ②中華人民共和国 山西省 太原市
 ③2004.9
 ④マグネシウム合金製品の生産・販売
 ⑤200万ドル（77％）
 ⑥72名
 ⑦6億円

 ①上海開拓磁選金属有限公司
　SHAGHAI KAITUO MAGNETIC DRESSING
 　METAL CO.,LTD.
 ②中華人民共和国 上海市
 ③2005.11
 ④ステンレススラグのリサイクル
 ⑤390万ドル（20％）
 ⑥90名
 ⑦今年度操業開始

 ①会社名
 ②所在地
 ③設立年・月
 ④事業内容
 ⑤資本金　（当社出資比率）
 ⑥従業員数
 ⑦年間売上高

⑮
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海外でのリサイクル事業紹介

（１）中華人民共和国でのステンレス・スラグ リサイクル事業

①社名：上海開拓磁選金属有限公司（Shainghai Kaituo Magnetic Dressing Metal Co.Ltd.）
②登録資本金：約US$ ３９０万
③出資比率：-宝鋼集団上海第一鋼鉄有限公司：５１％

　　　　　　　-Turner Industry & Trade Corporation：２９％
　　　　　　　-日本磁力選鉱㈱：２０％

④所在地：上海市宝山区長江路７３５号

⑤董事長：楊熾梁
⑥従業員数：９０名
⑦設　　立：２００５年１０月２６日（試験操業開始：２００７年１月）
⑧事業内容：宝鋼集団上海第一鋼鉄有限公司（一鋼公司）で発生するステンレス・スラグの委託加工

　　　　　　　（有価金属の回収及びスラグの有効利用）
 　⑨当社の役割：技術指導（技術指導者派遣：３名）　　

⑩生産規模（計画値）：ステンレス出鋼量：１５０万トン/年　スラグ処理量：３９万トン/年（発生原単位：260kg/ﾄﾝ）
 　⑫進出の背景：大都市に位置する一鋼公司のステンレス生産開始に伴う発生スラグによる環境悪化の防止要請に協力するもの。
　　　　　　　（大都市環境の保護に対する技術的な支援）

⑬回収製品のリサイクル状況；
　　　－金属製品：回収ステンレスは一鋼公司のステンレス原料として全量返却
　　　－残渣（金属分回収後のスラグ）：セメント材料向け

⑯

ステンレス・スラグとは

【ステンレス鋼の製造プロセスと発生スラグのリサイクルフロー】

出鋼量150万トン/年

（19.5万トン/年） （19.5万トン/年） （少量）

　　　（39万トン/年）

　　　　（メタル　2万トン/年） （残渣（スラグ）37万トン/年）

上記の原料を使ってステンレスを製造する際の溶解時・鋳造時などで必ず発生する滓
カス

で、セメント原料に近い組成をしている。

そのスラグの中にはステンレスになった金属分が残されており、弊社のスラグ処理技術によって、スラグ中に含まれる細かな金

属分までを回収し、ステンレス生産の原料に戻すだけではなく、残渣も有効利用できるように粒度の調整などを行い、セメント

原料としてリサイクルを行っている。

成分調整

フェロニッケル
フェロクローム
スクラップ

主原料

（予熱・溶解） （精錬） （鋳造）
（圧延）

製品

電気炉 AOD 連続C.C.

上海開拓磁選金属（スラグ処理）

（破砕・磨鋼） （磁選・比重選別） （振分）

セメント製造工場

上海第一鋼鉄

ステンレス・スラグ

⑰

（２）大韓民国での溶接用フラックス リサイクル事業

①社名：日鮮マテリアル株式会社（IL SUN MATERIAL CO.,LTD.）

②資本金：約１６億ウォン

③出資比率：９３．８％

④ 所在地：大韓民国　慶尚北道浦項市

⑤代表者：尹　鍾　求

⑥従業員数：１２名

⑦設立：２００２年１月

⑧事業内容：溶接フラックス・スラグの再生・販売他

⑨生産量：　約 ５０ t/月　（フラックスの使用原単位：＜例＞大径管（スパイラル鋼管）約４kg / トン）

⑩売上高：５．５億円/年

⑪進出の背景：日本で再生した溶接フラックスの販売目的に合弁会社を設立、その後、韓国市場での溶接

　　　　　　　　　フラックス再生事業の拡大が見込まれることから生産コストの削減も考慮し、溶接フラックス

　　　　　　　　　再生事業を大韓民国内で行うこととした。

日鮮マテリアル

⑱

破砕・整粒

原料（一例）

溶 解 精 錬

溶接スラグ 溶接ダスト 鉱石類

溶接用フラックスの再生フロー

・溶接フラックスの役割
　 溶接の際に、溶接面の酸化防止と溶接部の保温
　 （急冷防止）を目的として用いられる。

・溶接フラックス・スラグとは
   溶接時に発生する滓で、溶接時に溶融プールに含
   まれる不純物が溶融金属上に浮き上がり生成され
   る金属酸化物のこと。

・弊社の溶接フラックススラグの再生事業とは
　 上記のスラグを溶解・精練・成分調整などの冶金再
   生や、使用後の酸化鉄分を取り除く物理再生を行う
   ことで、使用済みのフラックスを新品に近い溶接フラ
   ックスに甦らせる事業のこと。
　 弊社は、日本国内のみならず、韓国でも溶接フラッ
   クス・スラグの再生事業を行っている。

溶接用フラックスとは？

製品（一例）

⑲

海外企業との技術協力

　　国外実績
　　①1980．10　 　大韓民国　　　     浦項総合製鉄所 技術協力締結
　　②1985．7　　　中華人民共和国  上海宝山製鉄所  スラグ処理設備および技術指導
　　③1988．5　　　大韓民国　　　　    POSCO浦項製鉄所  技術提供 韓国鮮一
　　④1988．5　　　大韓民国　　　　    現代仁川製鉄  技術提供　J/V仁川選鋼
　　⑤1990．2　　　大韓民国　　　　    POSCO浦項製鉄所  ステンレス、普通鋼処理技術
　　⑥1990．2　　　大韓民国　　　　    三星重工業  技術協力締結
　　⑦1992．2 　 　大韓民国　　　　    POSCO光陽スラグ処理第一工場 技術提供
　　⑧1992．12 　　ウクライナ共和国　マキエフカ（Makeevka）製鉄所 スラグ処理設備および技術指導
　　⑨1994．7 　　 大韓民国　　　　　  POSCO光陽スラグ処理第二工場 技術提供
　　⑩2001．2 　　 大韓民国　　　　　　POSCO浦項製鉄所ステンレス鋼増産 技術指導
　　⑪2006．6　　　中華人民共和国　中鋼設備公司  スラグ処理設備販売での技術協力
　　⑫2007．1　　　中華人民共和国　上海開拓磁選金属有限公司  合弁会社
　　⑬2007．6　　  ロシア共和国　　　　チェリアブギプロメズ社  スラグ処理設備販売での技術協力

①

②

③

④
⑤⑥ ⑦

⑧

⑨ ⑩

⑪

⑫

⑬

⑳
以上、弊社のリサイクルの取組みについてご紹介させていただきました。

今後も技術とノウハウを活かし資源を有効活用することで社会に貢献してい
けるよう努力してまいります。

日本磁力選鉱株式会社

  

 




